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獣医神経病学会

来年度開催される獣医神経病学会は３０周年となる記念大会です。6月２４
日（土）と２５日（日）の２日間にわたり、神奈川県藤沢市の日本大学生物資源

科学部にて開催します。過去2回は新型コロナ感染症によりオンライン開催と
なりました。未だ新型コロナ感染症は蔓延していますが、新型コロナ感染症に

対する対応が変化していると考え、対面のみの開催としました。さらに今大会
は30周年記念大会のため、企業から協賛をつのり、海外講師を招聘して開催

します。
本大会は、教育講演4題と一般演題を予定しております。教育講演の2つは脊髄外科で著名なTexas A & MのDr Jeffry

が、1つ目は．”the timing of thoracolumbar disc surgery … like a discussion of evidence for early versus late and 

evidence we have from here etc … ?“ 2つ目は，“impact of durotomy – which might include rationale and background 
in lab animals and people … together with a summary of our recent data (on ~160 cases).”という、手術のタイミングと硬

膜切開についてのトピックスについて講演して頂けます。教育講演3つ目は、神経超音波Neurosonologyの獣医学領域に
おける可能性というタイトルで、北海道大学の笹岡一慶先生に講演をして頂きます。骨に囲われた臓器である脳は、大部

分の超音波が反射し減衰してしまうため、多くの場合超音波検査は適していませんが、脳動脈血流や脳実質病変など評
価できる部分もあります。今回は脳の評価ツールの一つとしての基本的な神経超音波診断に関する講演をして頂きます。

教育講演4つ目は犬と猫の認知機能不全症候群というタイトルで、獣医行動診療科認定医の小澤真希子先生に講演をし
て頂きます。本講演では犬と猫の認知機能不全症候群について疾患概要について基本的なお話をして頂き、さらにセロ

トニン受容体拮抗・再取り込み阻害薬（SARI）であるトラゾドンを用いた夜鳴きの治療や、介護用品を用いた暮らしのサ
ポートなど、新たな治療アプローチについてご紹介して頂きます。一般演題発表は、神経内科と神経外科の分野で症例

報告や研究成果の報告など、非常に有用な情報共有の場となると期待できます。各講演や演題は、先生方の研究を基
にした実績を基に講演・発表して頂けるので、日頃の疑問の解消や新しい技術の習得など、臨床現場に役立つものでは

ないかと考えています。
先述したように、未だ新型コロナ感染症は蔓延しているため、大会会場内ではご不便をかける事もあるかと思います

が、是非、会員の皆様には奮ってご応募、ご参会いただきますようお願い申し上げます。
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ここ3年ほど猛威を奮っている新型コロナウイルス感染症も5類感染症へ移行することが決まり、少しずつ「アフ
ターコロナ」の新しいフェーズへの光明が見えてきたような気がします。私の所属する岐阜大学動物病院神経科

も昨年より新しい体制で診療を行っています。
昨年3月に前診療科長の神志那先生が退職されたため、4月か

ら現診療科長の小畠先生のもとで、他2人の常勤獣医師ともに、
計4人で日々神経疾患の診療にあたっています。神志那先生が

退職された後も岐阜大学の神経科を支えていけるかどうか、少し
不安でした。でもいざその状況になると何とかなるもので、小畠
先生をはじめ同僚の勤務医やその他スタッフの皆様の支えにより

日々の診療をこなせています。神志那先生にもここまでご指導
いただいたこと、感謝の念に堪えません。新体制になってから

およそ1年が経ちますが、おかげさまで順調に診察件数・手術
件数を維持できております。ハード面においても変化があり、

当院にも新しく脳波計が導入されました。新しい一歩を踏み出した
ばかりの我々ですが、皆様のお役に立てるよう教育病院として

一層努力してまいりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

『新たな一歩』
岐阜大学 応用生物科学部附属動物病院神経科 中野 有希子

温故知新

TRANSMITTER
前程万里

何歳になってもいろんな壁が立ちはだかってきます．こと健康に関しては誰も同じで健康重視の生活や食
事など人それぞれ気をつけていることと思います．最近ウェブニュースでアルコールは百害あって一理なしと

いう研究結果がLancetに報告されたのをみました．そもそも私はアセトアルデヒト分解酵素を持っていない人
種のため関係ないのですが，「酒は百薬の長」という昔からの伝聞は間違っていたのだと驚きました．

65歳になった自分の体に関する壁もかなりピークを迎えて

いるのかな？いやいや，まだまだこれからなのかもと色々考
えてしまいます．ここ10年の間に一つ克服したのが慢性腰痛

です．もう治らないと思っていたのでアクションを起こすこと
は本当に大事なことなんですよね．友人の獣医師と一緒に

ジムに通って筋トレを週に3回程でしたが1年でかなり良くな

りました．体幹を鍛えるのってすごいなと感じました．朝起き
てからのその腰をかばい支度をする様を思い出すと笑えて

きます．診察も中型犬なら普通に抱っこして診察台に載せる
とか過去の弱気が吹っ飛んだ爽快さそのものです．

現在指定難病網膜色素変性症による視野狭窄は大好きな

車の運転を取り上げてくれました．そうなったらそうなったで
次の楽しみとして運転手にあちこち連れて行ってもらうという

のがもっぱらのレジャーとなっています．
皆様もどうぞ健康に気をつけて諦めていた障害も克服でき

るかもしれません ．

『エッセイ』
渡辺動物病院会長 渡辺 直之

神経科スタッフと共に（右から2人目が筆者）
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新評議員自己紹介

新潟動物画像診断センター 坂大智洋

私が初めて、学会に参加したのは卒後数年経てから、2005年の第25回の獣医神経病研究会であったと思う。
静岡の渡辺先生から抗てんかん薬の発表や東大からMRIの脳における撮像断面の標準化の提案があり、マニ

アックだけどおもしろいなという印象があったのを覚えている。当時は一般の動物病院に勤務していたものの、
MRIとはほど遠い現場であったが、得た情報がとても新鮮であった。

その後に、現会長である北川先生と日大で画像診断

専門の獣医師として働く縁があり、JARMeCの勤務も経
て、自身がMRIや神経病と密な関係となり、毎年研究会

には参加するようになった。研究会が神経病学会と
なった後、私は独立開業し、画像診断専門の動物病院

を開業することとなった。その後も、学会で始まった基

礎講習プログラムを毎回欠かさず聴講し、2017年に初
めての修了者の一人となったことは誇らしく、記念の盾

は私の動物病院の待合室に飾らせてもらっている。
そんな勉強をさせてもらっている獣医神経病学会の

評議員のお話を頂き、学会から恩恵を受けているだけ

でなく、企画・運営する側になったことは、これまでお世
話になった先生方へのご恩返しの意味もあると思って

いる。皆様にご迷惑おかけしないように、まずは今年の
6月に開催される30周年の年次大会を実行委員として

貢献したいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

事務局から
○冬期基礎講習会のお知らせ

本年度もオンライン基礎講習会を下記の日程で開催します。皆さん奮ってご参加ください。
参加申し込み期間：2023年2月14日（火）〜2023年4月23日（日）まで

配信期間：2023年3月27日（月）〜2023年4月23日（日）まで
参加費：1講義 1，000円

（内容） 8. 脳脊髄液検査 採取法と測定項目 大田寛先生
9. 電気生理学的検査 各種検査法の説明と適応 奥野征一先生
10. 画像診断 各モダリティの説明と適応 坂大智洋先生
11. 臨床薬理 中枢疾患の薬物治療 折戸謙介先生

○2023年度より年会費の納入方法が変わります
2023年4月より年会費のお支払いがクレジットカードでの自動継続決済手続きが可能となります。従来通りの郵便振込も
継続しますが、詳しくは4月にご案内をお送りしますのでご確認ください。

編集後記
待ちに待った対面の学会です。オンラインは便利だなと思うこともありますが、なぜか心に残らないと思うのは
私だけでしょうか。さらに３０周年記念大会ですから、きっと皆様の記憶に残る大会になると思います。ぜひ、お

楽しみに。

渡辺先生の前半文は酒飲みの私にはちょっと胸が痛んだのですが、後半文は臨床医として健康はとても大事
なことだなとあらためて心に刻みました。中野先生は戸惑いながらも、写真から想像するに陽気な仲間と一緒に

進んでいらっしゃることが感じられるものでした。両先生方、素晴らしいエッセイのご寄稿ありがとうございました。
本学会会員の先生方は、今年も本当に多くの業績を残されました。心から尊敬申し上げます。


